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治
タイプライタ
生活保護法７７条
２項の事件

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
杉並区長
田中　良

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
被保護者の戸籍謄本、住民票　１通
保護実施機関の保護決定書謄本、保護費計算書　１通

治
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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タイプライタ
１６８
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治
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３３３３

治
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３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
杉並区役所

治
タイプライタ
田中　良

治
タイプライタ
タナカ　ヨシ
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治
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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１６８
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治
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東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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同上

治
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斉藤　太郎

治
タイプライタ
サイトウ　タロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
会社員
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区長
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４７


H V. T %) Bt =
BIANXF LI-REEICOE, HFAVEBIRNELETHEMERDIEEZRE
,,,,,,, TRE0HBERDES.

H A T 2 g (G}
1 MAFEARE, HREFDEXT, REOEDIEERBETT .
fffffff 2 WREEEL. iéﬁuﬁl&éiéﬁ%@ﬁ&&bf?&**ﬁ**ﬁ*m
XBDDRESE* x 7% x BE THEMRS * x [CRFEMB SN, BHIANEZDR
,,,,,,, %&Lfﬂﬁé**ﬁﬂio_Jé**ﬁ**ﬁéi#bipto
3 BRILAIE, AFAICH LATRREREBMLES ELELEA, £0RIBE
[ZOVWTHERERICHENAVELADT, COBILIELET,

(B  AHOHZTRALTLES .
— C /)


治
タイプライタ
申立人が支弁した保護費につき、相手方が負担すべき生活扶助費用の額を決定
する旨の調停を求めます。

治
タイプライタ
１　相手方は、被保護者の祖父で、民法の定める扶養義務者です。
２　被保護者は、生活保護法による生活扶助の方法として平成＊＊年＊＊月＊
＊日から同年＊＊月＊＊日まで更正施設＊＊に委託収容され、申立人はその保
護費として毎月金＊＊万円ずつ合計金＊＊万＊＊円を支弁しました。
３　申立人は、相手方に対し前記費用を徴収しようとしましたが、その負担額
について両者間に協議が調いませんので、この申立をします。




